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ウィスター系雄性ラット 30匹(体重 280g--320g) を用いた。ペントバルビタール麻酔下に，気管切闘を施行し，注
入用として外顎静脈に，脱血用として内頚静脈にそれぞれカニューレを挿入した。 D-3- ヒドロキシ酪酸ナトリウム
は，鐘淵化学工業株式会社が合成したものを，蒸留水に溶解し，等張液として用いた。
ラットは注入薬の種類により， 3つの群に分け， 10匹のラットには 3 ヒドロキシ酪酸ナトリウム溶液を (3-OHB群)，
別の 10 匹のラットには 101mol/L のグルコース溶液を注入した(ク守ルコース群)。クールコース濃度は， ATP 産生量
を考慮して，両群で等量の液量を注入した場合，等価のエネルギー量が注入できる濃度とした。また，グルコース溶液
には， 3 -OHB のアルカリ作用を考慮して，ナトリウムイオン濃度が 154mEq/L となるように，重炭酸ナトリウム
を添加した。残りの 10 匹には，等張の重炭酸ナトリウム溶液を注入した(コントロール群)。投与速度は， 3- ヒドロ
キシ酪酸で 30μmol/Kg.min で，グルコースでは 19.7μmol/Kg.min で投与した。
脱血は注入開始 1 時間後に，体重の 1%の血液を 15分かけて脱血することより始め，以来，平均血圧が40mmHg と








血中ケトン体濃度は，脱血開始時にコントロール群が449 :t 90μmol/L であったのに対し， 3 -OHB 群で 1158
:t 30μmol/L と有意に上昇した (p< 0.01)。グルコース群はコントロール群と差を認めなかった。血糖値は，グル
コース群ではコントロール群と同様に著しく上昇し，コントロール群との聞に差を認めなかったが， 3-0HB 群は，脱
血開始45， 60分後には，コントロール群に比し上昇が抑制された。血中乳酸値は，コントロール群でショックの進行と
ともに，著しく上昇した。これに比し，グルコース群ではショック開始45分後に， 3 -OHB 群では 30， 45, 60分後に
有意に抑制された。血中アラニン濃度は，グルコース群では，ショック開始45分後にはコントロール群に比し，むしろ


















この研究結果と従来の生化学の in vitro の知見からケトン体が筋組織における嫌気的解糖を抑制することが説明で
きた。
本研究は， in vivo で侵襲をうけた生体の糖代謝においてケトン体の嫌気的解糖抑制効果をはじめて確認した研究と
して学位に値するものと認める。
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